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明治18年大阪水害の被害と記録写真
1885（明治18）年淀川大洪水の研究 その１
植 村 善 博
〔抄 録〕
Damage and photograph of 1885Osaka flood disaster
―Study on 1885River Yodo big flooding (Part 1)―
1885River Yodo big flooding was caused one of the severest damage of Osaka
 
by natural disaster.This paper is aimed at discussing damage and photograph of
 
1885 flood disaster.
The results obtained are as the followings
1)This flooding happened at June (The first flood)and July(The second flood)
twice in 1885(Meiji 18).By bank collapse of left side at Ikaga-mura, torrent
 
water flowed into and flooded all around eastern Osaka lowland in June.In early
 
July,same point of the former was broken again and level of inun-dation was
0.5m higher than the first flood, and coastal lowland of western Osaka city
 
was completely inundated by flooding of storm surge accompanied with
 
typhoon.
2)The damage resulted in 81 fatalities, 1,749houses destroyed, 72,509houses
 
inundated in Osaka Prefecture.Mandagun and Higasinarigun were the severest
 
damaged by torrent water, and Nisiku,Kitaku and Nisinariku were the most
 
serious damaged by storm surge.
3)Four kinds of photograph collections were examined for making data base and
 
considering these meanings.As a result,thirty eight photographs were identified
 
except same photos,and were classified by the titled card and its place.






















































































































茨田郡 49 ５ 739 10 6,996 97 33,619 20,863 60 58
讃良郡 ２ ０ 10 0.2 1,338 39 6,160 6,064 39 40
交野郡 0 0 7 0.1 653 12 3,095 0 0 33
若江郡 2 5 61 0.9 3,635 54 17,810 8,949 28 170
渋川郡 0 0 3 0.09 838 28 6,369 1,662 11 0
河内郡 0 0 7 0.1 804 21 5,456 1,865 10 24
住吉郡 0 0 0 0 211 3 1,037 1,037 4 0
嶋上郡 0 0 3 0 421 8 1,421 968 4 3
嶋下郡 0 0 0 0 156 2 463 107 0 0
西成郡 1 2 58 0.1 14,253 46 61,723 2,505 2 41
東成郡 13 5 836 6 4,421 34 27,905 27,905 53 6
北 区 1 0 18 0.1 8,691 50 33,908 2,491 4 0
東 区 1 0 0 0 1,738 8 6,380 0 0 0
南 区 5 0 0 0 5,236 19 15,286 2,290 3 0
西 区 7 3 0 0.02 23,116 86 83,567 1,000 1 2






























































№ 撮影年月日 タイトル 表記法 府中本 淀川
Ｒ１ 河内国枚方切所ノ図 COR
Ｒ２ 枚方伊賀加邨ノ図 COR Ｎ18
Ｒ３ 明治拾八年七月貳日 大阪城東ヨリ河内一円洪水之図 BOR Ｎ18
Ｒ４ 明治十八年七月上旬 大阪府下東成郡森ノ宮近傍水害 AIR Ｎ16 ○
Ｒ５ 網島大長寺裏切リ口ヨリ大長ヲ望ムノ図 COR Ｎ19 ○
Ｒ６ 大長寺裏南ヨリ桜ノ宮ヲ望ムノ図 COR Ｎ13
Ｒ７ 明治十八年七月十日 大阪府下東成郡野田村民家浸水ノ図 BOR Ｎ４
Ｒ８ 明治十八年七月十日 桜之宮切レ所ノ図 斤町裏ヲ遠景ニ見ル BOR Ｎ15
Ｒ９ 明治十八年七月上旬 大阪天満橋水害 AIR Ｎ３ ○
Ｒ10 明治十八年七月上旬 大阪天満橋及京橋水害 AIR Ｎ６ ○
Ｒ11 明治十八年七月上旬 大阪天満橋及水害 AIR
Ｒ12 明治拾八年七月二日 葭屋橋及天神橋破橋工兵尽力之図 BOR Ｎ14 ○
Ｒ13 明治十八年七月十日 難波橋流出ノ後仮船橋ノ図 BOR
Ｒ14 明治十八年七月上旬 大阪公園地及浪花橋水害 AIR
Ｒ15 明治十八年七月上旬 大阪中之嶋公園地水害 AIR Ｎ12
Ｒ16 明治拾八年七月二日 堂島米市場浸水ノ図 市内船ニテ往来ノ景況 BOR Ｎ10 ○
















































№ 撮影年月日 タイトル 表記法 大歴本
Ｎ１ 明治十八年七月十日 大長寺裏手咄キ水ノ図 但シワザト切（破損あり） BOR
Ｎ２ 明治十八年七月十日 川崎ヨリ網島ノ切リ口ヲ見ノ図 遠景ハ河内一円ノ洪水 BOR
Ｎ３ 明治十八年七月上旬 大阪天満橋水害 AIR Ｒ９
Ｎ４ 明治十八年七月十日 大阪府下東成郡野田村民家浸水ノ図 BOR Ｒ７
Ｎ５ 明治十八年七月二日 大阪淀屋橋落橋之図 裁判所浸水ノ景況 BOR
Ｎ６ 明治十八年七月上旬 大阪天満橋及京橋水害 AIR Ｒ10
Ｎ７ 明治十八年七月三日 大阪川口安治川橋ニ諸橋流滞ノ図 北安治川ノ裏手諸村落洪水遠景 BOR Ｒ19
Ｎ８ 明治十八年七月中旬 河内国枚方切レ口下手之図 BOR
Ｎ９ 明治十八年七月中旬 河内国枚方切レ口上手之図 BOR
Ｎ10 明治十八年七月二日 堂島米市場浸水ノ図 市内船ニテ往来ノ景況（破損あり） BOR Ｒ16
Ｎ11 明治十八年七月三日 大阪府庁洪水非常渡船図 BOR
Ｎ12 明治十八年七月上旬 大阪中之島公園地水害 AIR Ｒ15
Ｎ13 明治十八年六月下旬 大阪網島切リ口咄キ水ノ図 BOR Ｒ６
Ｎ14 明治十八年七月二日 葭原橋及天神橋破橋工兵尽力之図 BOR Ｒ12
Ｎ15 明治十八年七月十日 桜之宮切レ所ノ図 斤町裏ヨリ遠景ヲ見ル（破損あり） BOR Ｒ８
Ｎ16 明治十八年七月上旬 大阪府下東成郡森ノ宮近傍水害 AIR Ｒ４
Ｎ17 明治十八年七月二日 大阪城東ヨリ河内一円洪水之図 BOR Ｒ３
Ｎ18 明治十八年六月下旬 河内国枚方堤防切レ口ノ図（破損あり） BOR Ｒ２
Ｎ19 明治十八年六月下旬 網島大長寺野田裏洪水遠景 BOR Ｒ５









































№ 撮影年月日 タイトル 表記法
Ｙ１ 明治十八年七月上旬 大阪東成郡網島 大長寺裏切口（わざとぎれ) AIL
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点、計60点の写真を確認した。このうち重複するものを除くと3点となる。これらの写真はそ
の特徴から乾板により撮影され、鶏卵紙に焼き付けられたものが大半を占めると推定される
（金子2005）。大歴本および府中本の写真帳は多様な写真の寄せ集めであり、当初から写真帳
として制作されたものではない。一方、左岸本中編に掲載の10点は他の３資料と共通するもの
はなく、『洪水志』所収の水害石版画15点中10点と全く同一情景を示す。すなわち、石版画は
かなりの技術を有する画家の手になると推定されるが、それらの原図が中編10点の写真であっ
た考えられる。残り５点の石版画は枚方伊加賀の堤防修築状況を描いたもので、これらの写真
は発見されていない。また、後編の１点（AIRタイプ）は大歴本のR2および府中本のN18と
同一写真である。しかし、R2の表記法はC、N18はBORであって題紙タイプがすべて異な
る。これらが何を意味するのか現時点では不明である。また、出水写真として南区安堂寺町の
鴻野多平が被害写真を撮影、売り出したとの朝日新聞の記事（明治18年７月10日）があり、そ
れがどれにあたるのか、他にも撮影者や販売者がいたのかなどについて疑問が残る。
４．まとめ
１）史上最大規模の被害を発生させた明治18年大阪水害は、６月中旬の第１水害と７月上旬
の第２水害に分けられる。東大阪での浸水高度は第１で約3.5ⅿ、第２で約4.0ⅿと後者が約0.5
ⅿ高い。野田村におけるわざと切りは第１水害、東大阪南部や大阪市街地の浸水と大川に架か
る多くの橋の流失は第２水害による。
２）２回の水害による死者不明者は81名、流出戸数1,749戸（流出率1.2%）、浸水戸数は
72,509戸（浸水率39%）、被災人口は約30.4万人、橋流出512カ所、堤防決壊224カ所に達した。
茨田、東成両郡は淀川からの流入水による激甚な被災地となり、西区、北区、西成郡の深刻な
浸水被害は台風に伴う高潮氾濫によるところが大きい。
３）本水害の記録写真を４資料について調査した結果、大歴本20点、府中本20点、淀川資料
館９点、左岸本11点、計60点の写真が確認できた。そのうち、重複するものを除外すると38点
となる。大歴本と府中本は多種の写真からなり当初から写真帳として制作されたものではない。
４）写真の題紙にはA,B,Cの３タイプがあり、その位置により写真内の Iと外のO、およ
び右おきRと左おきLとがあり、表記法として分類した。以上により写真のデータ化をおこ
ない、表１～表５に示した。今後は、これら多様な被害写真の意味とその背景を明らかにする
ことが課題である。
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